
〈学校教育目標〉○高い目標と自律、共生の心を持った児童の育成

・進んで学習する子 お知らせとお願い １１月の行事予定１１月の行事予定
・他人を思いやる子
・体力、活力のある子 日 曜 行 事
熊谷市立別府小学校
２年学年だより １ 水 さわやかタイム

平成２９年１0月31日

実 り の 秋 〈学力をつけ、心を耕す秋〉 ４ 土 熊谷市委嘱研究発表会
特別日課４時間弁当

校庭や別府沼の木々は色づき、秋も深まってきました。吹く風も ８ 水 ＪＲＣ活動
さわやかに、何をするにも絶好の季節となりました。心地よく、落
ち着いた環境の中で、学習やスポーツ・読書に集中して取り組むこ 13 月 振り替え休業日
とができます。子どもたちにとって、大きな飛躍のときになるよう
に励ましていきたいと思います。 14 火 県民の日
朝夕、めっきり寒くなり、ともすると体調を崩しやすい時期でも

あります。手洗い、うがいや、服装での体温調節をこまめに行って 18 土 資源回収

【漢字検定】 19 日 資源回収予備日
すでに２度実施しました。３度目は１２月に行います。漢字練習は日頃からコツコツく
り返し練習することが大切です。また、低学年のうちに一画一画丁寧に書くことを習慣 20 月 一斉下校
づけたいものです。姿勢や鉛筆の持ち方はもちろん筆順やとめ、はね、はらいに気をつ
けて指導しています。 21 火 給食試食会

【かけ算九九 】
いよいよ、かけ算の学習が始まりました。２年生の学習では、特に重点をおいている 22 水 本とのふれあいデー

学習です。毎年、２年生は必死になって取り組んでいます。これから、毎日、宿題に出
ると思いますが、どうかご協力をお願いいたします。練習は、「上り・下り・ばらばら」 23 木 勤労感謝の日
とすらすら言える様に繰り返し練習させてください。

24 金 別府沼を楽しもう会

27 月 人権週間

28 火 全校朝会

どんぐり読書週間
11/19(日）~ 11/27（月）
秋の夜長を親子読書で過ごしてみる

のはいかがでしょうか？虫の声を聞き
ながらの読書タイムもステキですね。

１１月の生活目標
「整理整頓をしっかりしよう」
・使った物をもとにもどしましょう。
・机やロッカーの中をいつも使いやす
くしておきましょう。

○音楽集会がんばりました。
１０月２５日（水）音楽集会がありました。

担当は２年生です。全校児童の前で「勇気１００パ

ーセント」の歌を歌いました。

・しっかり指揮者を見る。

・笑顔で歌う。

・きれいな声で歌う。

この３つの事に気をつけて、一生懸命練習してきま

した。

本番は、皆の気持ちも一つになり、とても素敵な歌

声になり、大きな拍手をいただきました。また、校

長先生をはじめ、多くの先生方から、お褒めの言葉

をいただくことができました。

これらを自信にして、後期も頑張っていきたいと思

います。

○別府沼を楽しもう会 １１月２４日（金）
この日は、３時間目から色別縦割りのグループで、

校舎内のや別府沼公園の清掃をしたり、縦割り遊びを

したりします。昨年はもちつき大会を行っていたので、

おわん等の用意をしましたが、今年は、給食も出るの

で、特に用意するものはありません。お天気に恵まれ

ることを願っています。

○フリー参観 道徳授業にご協力を
１２月２日のフリー参観で、４時間目に道徳「大切

なたからもの」の授業をします。保護者の皆様にも子

どもたちと一緒に授業に考えて頂きたいと思います。

昨年度の参観日に配布した『家庭用の彩の国の道徳』

をお持ちください。

授業の後半にグループごとの話し合いで、自分が生

まれたときのエピソードや家族の思いを子どもたちが

保護者の方々へインタビューします。是非、我が子を

大切に思う保護者の皆様の生の声を聞かせてくださ

い。「家族のあたたかさ」「生命の大切さ」を子どもた

ちが実感できるようにするためにご協力お願いしま

す。少人数グループでの子どもたちの簡単な質問です。

１１月の学習予定

・国語…「さけが大きくなるまで」
「生きもののことをせつ明しよう」

・算数… かけ算(１)
・生活… もっとなかよしまちたんけん
・音楽… いろいろな音にしたしもう

「森のカーニバル」「音さがし」
「かぼちゃ」「虫の声」

・図工…「ちきゅうからのおくりもの」
「しぜんをあつめて」

・体育… シュートゲーム
かけ足 なわとび

・道徳… ノートのひこうき （節度・節制）
つなひき大会（郷土愛）
みかんの木のてら（誠実・明朗)
大切なたからもの（生命尊重）

あいさつはいつもどこでも！
「おはよう。」朝のあいさつが家族で習慣
になっていますか？
毎日を気持ちよく過ごすために、あいさ

つは必要です。
学校や家の外でのあいさつだけでなく、

あいさつの第一歩は家族と。
あ…相手の目を見て い…いつも
さ…さきに つ…つづけよう

12月の道徳
「大切なたからもの」 （生命尊重）

弟が誕生したばかりの「春人」は、お兄
ちゃんになったうれしさを感じますが、お
父さんとお母さんが弟のことを「たからも
の」と話すのを聞いて、うらやましくなっ
てしまいます。すると、お母さんやお父さ
んは春人が生まれた時のことを話してく
れ、自分の誕生の時も家族みんなに祝福さ
れたことに気付きます。
春人の家族との関わりを通して、生きる
ことを喜び、自他の生命を大切にしようと
する心情を育てていきたいと思います。




